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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、
　交番する第１の画像データセットおよび第２の画像データセットに基づいて、前記表示
部を駆動する表示駆動部と、
　入力画像信号に基づいて、フレーム間で補間処理を行いつつフレームレート変換を行う
ことにより、交番する第３の画像データセットおよび第４の画像データセットを生成する
フレームレート変換部と、前記第３の画像データセットおよび前記第４の画像データセッ
トのそれぞれに対して画素ライン間で平滑化するフィルタと、平滑化された前記第３の画
像データセットに基づいて奇数ラインの画像データを分離して前記第１の画像データセッ
トを生成するとともに、平滑化された前記第４の画像データセットに基づいて偶数ライン
の画像データを分離して前記第２の画像データセットを生成する画像分離部とを有する画
像生成部と
　を備え、
　前記表示駆動部は、前記第１の画像データセットに基づいて、連続する複数の画素ライ
ンからなる第１のブロックを駆動単位とした第１の走査を行うことにより前記表示部を駆
動するとともに、前記第２の画像データセットに基づいて、連続し、前記第１のブロック
に含まれる画素ラインの数と同じ数の画素ラインからなる、前記第１のブロックと異なる
第２のブロックを駆動単位とした第２の走査を行うことにより前記表示部を駆動する
　表示装置。
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【請求項２】
　前記画像生成部は、前記第１の画像データセットまたは前記第２の画像データセットの
いずれを生成したかを示す判別信号を生成し、
　前記表示駆動部は、前記判別信号に基づいて前記第１の走査および前記第２の走査を選
択的に行う
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第３の画像データセットおよび前記第４の画像データセットのそれぞれは、前記表
示部の画素数と同じ数の画素データにより構成される
　請求項１または請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　インターレース信号をプログレッシブ信号に変換する変換部をさらに備え、
　前記入力画像信号は、前記変換部により変換されたプログレッシブ信号である
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第１の画像データセットおよび前記第２の画像データセットに対して所定の画像処
理を行う画像処理部をさらに備え、
　前記表示駆動部は、前記画像処理された前記第１の画像データセット、および前記画像
処理された前記第２の画像データセットに基づいて、前記表示部を駆動する
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１の画像データセットおよび前記第２の画像データセットのそれぞれは、前記表
示部の画素数の半分の数の画素データにより構成される
　請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第１のブロックおよび前記第２のブロックは、ともに２本の画素ラインからなり、
　前記第１のブロックは、前記第２のブロックと１ライン分ずれている
　請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記表示部は、ＥＬ表示部である
　請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項９】
　表示部と、
　交番する第１の画像データセットおよび第２の画像データセットに基づいて、前記表示
部を駆動する表示駆動部と、
　一連の入力画像データセットのそれぞれに対して画素ライン間で平滑化するフィルタと
、平滑化された前記一連の入力画像データセットのそれぞれに基づいて、奇数ラインの画
像データを分離して奇数ライン画像データセットを生成するとともに、偶数ラインの画像
データを分離して偶数ライン画像データセットを生成する画像分離部と、前記奇数ライン
画像データセットおよび前記偶数ライン画像データセットのうちの一方を、前記第１の画
像データセットとし、前記奇数ライン画像データセットおよび前記偶数ライン画像データ
セットのうちの他方に対して、時間軸上の補間処理を行うことにより前記第２の画像デー
タセットを生成するフレームレート変換部とを有する画像生成部と
　を備え、
　前記表示駆動部は、前記第１の画像データセットに基づいて、連続する複数の画素ライ
ンからなる第１のブロックを駆動単位とした第１の走査を行うことにより前記表示部を駆
動するとともに、前記第２の画像データセットに基づいて、連続し、前記第１のブロック
に含まれる画素ラインの数と同じ数の画素ラインからなる、前記第１のブロックと異なる
第２のブロックを駆動単位とした第２の走査を行うことにより前記表示部を駆動する
　表示装置。
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【請求項１０】
　交番する第１の画像データセットおよび第２の画像データセットのうち、前記第１の画
像データセットに基づいて、連続する複数の画素ラインからなる第１のブロックを駆動単
位とした第１の走査を行うことにより表示部を駆動するとともに、前記第２の画像データ
セットに基づいて、連続し、前記第１のブロックに含まれる画素ラインの数と同じ数の画
素ラインからなる、前記第１のブロックと異なる第２のブロックを駆動単位とした第２の
走査を行うことにより前記表示部を駆動する表示駆動部と、
　入力画像信号に基づいて、フレーム間で補間処理を行いつつフレームレート変換を行う
ことにより、交番する第３の画像データセットおよび第４の画像データセットを生成する
フレームレート変換部と、前記第３の画像データセットおよび前記第４の画像データセッ
トのそれぞれに対して画素ライン間で平滑化するフィルタと、平滑化された前記第３の画
像データセットに基づいて奇数ラインの画像データを分離して前記第１の画像データセッ
トを生成するとともに、平滑化された前記第４の画像データセットに基づいて偶数ライン
の画像データを分離して前記第２の画像データセットを生成する画像分離部とを有する画
像生成部と
　を備えた画像処理装置。
【請求項１１】
　交番する第１の画像データセットおよび第２の画像データセットのうち、前記第１の画
像データセットに基づいて、連続する複数の画素ラインからなる第１のブロックを駆動単
位とした第１の走査を行うことにより表示部を駆動するとともに、前記第２の画像データ
セットに基づいて、連続し、前記第１のブロックに含まれる画素ラインの数と同じ数の画
素ラインからなる、前記第１のブロックと異なる第２のブロックを駆動単位とした第２の
走査を行うことにより前記表示部を駆動し、
　入力画像信号に基づいて、フレーム間で補間処理を行いつつフレームレート変換を行う
ことにより、交番する第３の画像データセットおよび第４の画像データセットを生成し、
前記第３の画像データセットおよび前記第４の画像データセットのそれぞれに対して画素
ライン間で平滑化し、平滑化された前記第３の画像データセットに基づいて奇数ラインの
画像データを分離して前記第１の画像データセットを生成するとともに、平滑化された前
記第４の画像データセットに基づいて偶数ラインの画像データを分離して前記第２の画像
データセットを生成する
　表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、画像を表示する表示装置、そのような表示装置に用いられる画像処理装置、
および表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube）表示装置から液晶表示装置や有機ＥＬ（Electro- L
uminescence）表示装置への置き換えが進んでいる。これらの表示装置は、いわゆるホー
ルド型の表示デバイスである。すなわち、このような表示装置では、静止画を表示してか
ら次の静止画を表示するまでの１フレーム期間において、同じ画像が表示され続ける。よ
って、観察者が、このような表示装置に表示された動体を観察する場合には、滑らかに追
従しながら観察しようとしてしまうため、網膜上の像は、その１フレーム期間において、
網膜の中央を横切って移動することとなる。これにより、このような表示装置において動
画を観察すると、いわゆるホールドぼやけが生じ、観察者は、画質が低下したように感じ
てしまう。
【０００３】
　このホールドぼやけを改善する方法について、いくつかの検討がなされている。例えば
、特許文献１には、液晶表示装置において、バックライトをブリンキング駆動し、画像が
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ホールド表示される時間を短くすることにより、ホールドぼやけの低減を図る表示装置が
開示されている。また、例えば、特許文献２には、フレームレート変換を行うことにより
、ホールドぼやけの低減を図る表示装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２６８４３６号公報
【特許文献２】特開２０１０－５６６９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、一般、表示装置では、画質を高めることが望まれている。具体的には、例え
ば、高精細化が望まれ、また、動画に対する応答の観点からフレームレートをより高くす
ることが望まれている。
【０００６】
　本開示はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、画質を高めることができ
る表示装置、画像処理装置、および表示方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本開示の第１の表示装置は、表示部と、表示駆動部と、画像生成部とを備えている。表
示駆動部は、交番する第１の画像データセットおよび第２の画像データセットに基づいて
、表示部を駆動するものである。画像生成部は、入力画像信号に基づいて、フレーム間で
補間処理を行いつつフレームレート変換を行うことにより、交番する第３の画像データセ
ットおよび第４の画像データセットを生成するフレームレート変換部と、第３の画像デー
タセットおよび第４の画像データセットのそれぞれに対して画素ライン間で平滑化するフ
ィルタと、平滑化された第３の画像データセットに基づいて奇数ラインの画像データを分
離して第１の画像データセットを生成するとともに、平滑化された第４の画像データセッ
トに基づいて偶数ラインの画像データを分離して第２の画像データセットを生成する画像
分離部とを有するものである。上記表示駆動部は、第１の画像データセットに基づいて、
連続する複数の画素ラインからなる第１のブロックを駆動単位とした第１の走査を行うこ
とにより表示部を駆動するとともに、第２の画像データセットに基づいて、連続し、第１
のブロックに含まれる画素ラインの数と同じ数の画素ラインからなる、第１のブロックと
異なる第２のブロックを駆動単位とした第２の走査を行うことにより表示部を駆動するも
のである。
　本開示の第２の表示装置は、表示部と、表示駆動部と、画像生成部とを備えている。表
示駆動部は、交番する第１の画像データセットおよび第２の画像データセットに基づいて
、表示部を駆動するものである。画像生成部は、一連の入力画像データセットのそれぞれ
に対して画素ライン間で平滑化するフィルタと、平滑化された一連の入力画像データセッ
トのそれぞれに基づいて、奇数ラインの画像データを分離して奇数ライン画像データセッ
トを生成するとともに、偶数ラインの画像データを分離して偶数ライン画像データセット
を生成する画像分離部と、奇数ライン画像データセットおよび偶数ライン画像データセッ
トのうちの一方を、第１の画像データセットとし、奇数ライン画像データセットおよび偶
数ライン画像データセットのうちの他方に対して、時間軸上の補間処理を行うことにより
第２の画像データセットを生成するフレームレート変換部とを有するものである。上記表
示駆動部は、第１の画像データセットに基づいて、連続する複数の画素ラインからなる第
１のブロックを駆動単位とした第１の走査を行うことにより表示部を駆動するとともに、
第２の画像データセットに基づいて、連続し、第１のブロックに含まれる画素ラインの数
と同じ数の画素ラインからなる、第１のブロックと異なる第２のブロックを駆動単位とし
た第２の走査を行うことにより表示部を駆動するものである。
【０００８】
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　本開示の画像処理装置は、表示駆動部と、画像生成部とを備えている。表示駆動部は、
交番する第１の画像データセットおよび第２の画像データセットのうち、第１の画像デー
タセットに基づいて、連続する複数の画素ラインからなる第１のブロックを駆動単位とし
た第１の走査を行うことにより表示部を駆動するとともに、第２の画像データセットに基
づいて、連続し、第１のブロックに含まれる画素ラインの数と同じ数の画素ラインからな
る、第１のブロックと異なる第２のブロックを駆動単位とした第２の走査を行うことによ
り表示部を駆動するものである。画像生成部は、入力画像信号に基づいて、フレーム間で
補間処理を行いつつフレームレート変換を行うことにより、交番する第３の画像データセ
ットおよび第４の画像データセットを生成するフレームレート変換部と、第３の画像デー
タセットおよび第４の画像データセットのそれぞれに対して画素ライン間で平滑化するフ
ィルタと、平滑化された第３の画像データセットに基づいて奇数ラインの画像データを分
離して第１の画像データセットを生成するとともに、平滑化された第４の画像データセッ
トに基づいて偶数ラインの画像データを分離して第２の画像データセットを生成する画像
分離部とを有するものである。
【０００９】
　本開示の表示方法は、交番する第１の画像データセットおよび第２の画像データセット
のうち、第１の画像データセットに基づいて、連続する複数の画素ラインからなる第１の
ブロックを駆動単位とした第１の走査を行うことにより表示部を駆動するとともに、第２
の画像データセットに基づいて、連続し、第１のブロックに含まれる画素ラインの数と同
じ数の画素ラインからなる、第１のブロックと異なる第２のブロックを駆動単位とした第
２の走査を行うことにより表示部を駆動し、入力画像信号に基づいて、フレーム間で補間
処理を行いつつフレームレート変換を行うことにより、交番する第３の画像データセット
および第４の画像データセットを生成し、第３の画像データセットおよび第４の画像デー
タセットのそれぞれに対して画素ライン間で平滑化し、平滑化された第３の画像データセ
ットに基づいて奇数ラインの画像データを分離して第１の画像データセットを生成すると
ともに、平滑化された第４の画像データセットに基づいて偶数ラインの画像データを分離
して第２の画像データセットを生成するものである。
                                                                                
【００１０】
　本開示の表示装置、画像処理装置、および表示方法では、交番する第１の画像データセ
ットおよび第２の画像データセットに基づいて表示が行われる。その際、表示部では、第
１の画像データセットに基づいて第１のブロックを駆動単位とした第１の走査が行われ、
第２の画像データセットに基づいて、第１のブロックと異なる第２のブロックを駆動単位
とした第２の走査が行われる。
【発明の効果】
【００１１】
　本開示の表示装置、画像処理装置、および表示方法によれば、第１のブロックを駆動単
位として第１の走査を行い、第１のブロックと異なる第２のブロックを駆動単位として第
２の走査を行うようにしたので、画質を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本開示の第１の実施の形態に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図２】図１に示したフレームレート変換部の一動作例を表す模式図である。
【図３】図１に示したフィルタの一動作例を表す模式図である。
【図４】図１に示した画像分離部の一動作例を表す模式図である。
【図５】図１に示した表示制御部の一動作例を表す模式図である。
【図６】図１に示した表示装置の一動作例を表す模式図である。
【図７】図１に示した表示装置の一特性例を表す説明図である。
【図８】第１の実施の形態の比較例に係る表示装置の一特性例を表す説明図である。
【図９】第１の実施の形態の変形例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
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【図１０】第１の実施の形態の他の変形例に係る表示装置の一動作例を表す模式図である
。
【図１１】第２の実施の形態に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図１２】図１１に示した表示装置の一動作例を表す模式図である。
【図１３】第３の実施の形態に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図１４】図１３に示した表示装置の一動作例を表す模式図である。
【図１５】実施の形態に係る表示装置が適用されたテレビジョン装置の外観構成を表す斜
視図である。
【図１６】変形例に係る表示制御部の一動作例を表す模式図である。
【図１７】変形例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本開示の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説明は以
下の順序で行う。
１．第１の実施の形態
２．第２の実施の形態
３．第３の実施の形態
４．適用例
【００１４】
＜１．第１の実施の形態＞
［構成例］
　図１は、第１の実施の形態に係る表示装置の一構成例を表すものである。この表示装置
１は、表示素子として有機ＥＬ表示素子を用いた、ＥＬ表示装置である。なお、本開示の
実施の形態に係る画像処理装置および表示方法は、本実施の形態により具現化されるので
、併せて説明する。
【００１５】
　表示装置１は、入力部１１と、フレームレート変換部１２と、フィルタ１３と、画像分
離部１４と、画像処理部１５と、表示制御部１６と、ＥＬ表示部１７とを備えている。
【００１６】
　入力部１１は、入力インターフェースであり、外部機器から供給された画像信号に基づ
いて画像信号Ｓｐ０を生成し出力するものである。この例では、表示装置１に供給される
画像信号は、毎秒６０フレームのプログレッシブ信号である。なお、供給される画像信号
のフレームレートはこれに限定されるものではなく、これに代えて、例えば毎秒５０フレ
ームであってもよい。
【００１７】
　フレームレート変換部１２は、入力部１１から供給された画像信号Ｓｐ０に基づいて、
フレームレート変換を行うことにより画像信号Ｓｐ１を生成するものである。このフレー
ムレート変換は、この例では、毎秒６０フレームから毎秒１２０フレームへ、フレームレ
ートを２倍に変換するものである。
【００１８】
　図２は、フレームレート変換を模式的に表すものであり、（Ａ）はフレームレート変換
前の映像を示し、（Ｂ）はフレームレート変換後の映像を示す。フレームレート変換は、
時間軸上で隣り合う２つのフレーム画像Ｆに基づいて、時間軸上の補間処理によりフレー
ム画像Ｆｉを生成し、それらのフレーム画像Ｆの間にそのフレーム画像Ｆｉを挿入するこ
とにより行われる。ここで、フレーム画像Ｆ，Ｆｉは、ＥＬ表示部１７の画素数と同じ数
の輝度情報からなる画像である。例えば、図２（Ａ）に示したように、ボール９が左から
右へ移動する映像の場合では、図２（Ｂ）に示したように、互いに隣り合うフレーム画像
Ｆの間にフレーム画像Ｆｉを挿入することにより、ボール９がより滑らかに移動するよう
になる。また、ＥＬ表示部１７では、画素の状態を１フレームの間保持し続けることに起
因するいわゆるホールドぼやけが生じるが、このフレーム画像Ｆｉを挿入することにより
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その影響を低減することができる。
                                                                                
【００１９】
　フィルタ１３は、画像信号Ｓｐ１に含まれるフレーム画像Ｆ，Ｆｉに対して、画素ごと
の輝度情報をライン間で平滑化してフレーム画像Ｆ２，Ｆｉ２をそれぞれ生成し、画像信
号Ｓｐ２として出力するものである。具体的には、フィルタ１３は、この例では３タップ
のＦＩＲ（Finite impulse response）フィルタにより構成されるものである。以下、フ
レーム画像Ｆに対して平滑化を行う場合を例に説明する。なお、フレーム画像Ｆｉに対し
て平滑化を行う場合も同様である。
【００２０】
　図３は、フィルタ１３の動作を表すものである。各タップのフィルタ係数は、この例で
は、１：２：１の比率に設定している。フィルタ１３は、フレーム画像Ｆのうちの互いに
隣接する３つのラインの輝度情報に対して平滑化を行い、１ライン分の輝度情報を生成す
る。具体的には、フィルタ１３は、例えば、３つのラインＬ(n-1)，Ｌ(n)，Ｌ(n+1)の輝
度情報に対して、それぞれ１：２：１の重み付けを行い、フレーム画像Ｆ２のライン画像
Ｌ(n)を生成する。同様に、フィルタ１３は、３つのライン画像Ｌ(n)，Ｌ(n+1)，Ｌ(n+2)
の輝度情報に対して、それぞれ１：２：１の重み付けを行い、フレーム画像Ｆ２のライン
画像Ｌ(n+1)を生成する。このようにして、フィルタ１３は、フレーム画像Ｆを平滑化し
てフレーム画像Ｆ２を生成する。
【００２１】
　画像分離部１４は、画像信号Ｓｐ２に含まれるフレーム画像Ｆ２から画像Ｆ３を分離す
るとともに、画像信号Ｓｐ２に含まれるフレーム画像Ｆｉ２から画像Ｆｉ３を分離して、
画像信号Ｓｐ３として出力するものである。
【００２２】
　図４は、画像分離部１４の動作を表すものであり、（Ａ）はフレーム画像Ｆ２から画像
Ｆ３を分離する動作を示し、（Ｂ）はフレーム画像Ｆｉ２から画像Ｆｉ３を分離する動作
を示す。画像分離部１４は、図４（Ａ）に示したように、画像信号Ｓｐ２に含まれるフレ
ーム画像Ｆ２から奇数ラインのライン画像Ｌを分離して、この奇数ラインのライン画像Ｌ
からなる画像Ｆ３を生成する。すなわち、画像Ｆ３は、フレーム画像Ｆ２における１ライ
ン目のライン画像Ｌ１、３ライン目のライン画像Ｌ３、５ライン目のライン画像Ｌ５など
から構成されるものであり、画像Ｆ３のライン数は、フレーム画像Ｆ２のライン数の半分
である。同様に、画像分離部１４は、図４（Ｂ）に示したように、画像信号Ｓｐ２に含ま
れるフレーム画像Ｆｉ２から偶数ラインのライン画像Ｌを分離して、この偶数ラインのラ
イン画像Ｌからなる画像Ｆｉ３を生成する。すなわち、画像Ｆｉ３は、フレーム画像Ｆｉ
２における２ライン目のライン画像Ｌ２、４ライン目のライン画像Ｌ４、６ライン目のラ
イン画像Ｌ６などから構成されるものであり、画像Ｆｉ３のライン数は、フレーム画像Ｆ
ｉ２のライン数の半分である。
【００２３】
　また、画像分離部１４は、このように画像Ｆ３，Ｆｉ３を分離生成する際、その生成し
た画像が、画像Ｆ３，Ｆｉ３のどちらであるかを示す判別信号ＳＤを生成する機能も有し
ている。すなわち、判別信号ＳＤは、画像分離部１４が生成した画像が、フレーム画像Ｆ
２の奇数ラインのライン画像Ｌからなる画像Ｆ３であるか、もしくはフレーム画像Ｆｉ２
の偶数ラインのライン画像Ｌからなる画像Ｆｉ３であるかを示すものである。
【００２４】
　画像処理部１５は、画像信号Ｓｐ３に基づいて、例えば色域強調、コントラスト強調な
どの所定の画像処理を行い、画像信号Ｓｐ４として出力するものである。具体的には、画
像処理部１５は、画像信号Ｓｐ３に含まれる画像Ｆ３に対してこの所定の画像処理を行う
ことにより画像Ｆ４を生成するとともに、画像信号Ｓｐ３に含まれる画像Ｆｉ３に対して
この所定の画像処理を行うことにより画像Ｆｉ４を生成し、これらを画像信号Ｓｐ４とし
て出力するようになっている。
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【００２５】
　表示制御部１６は、画像信号Ｓｐ４および判別信号ＳＤに基づいて、ＥＬ表示部１７で
の表示動作を制御するものである。具体的には、表示制御部１６は、画像信号Ｓｐ４に含
まれる画像Ｆ４，Ｆｉ４に基づいてＥＬ表示部１７を制御する際、判別信号ＳＤに従って
、画像Ｆ４，Ｆｉ４とで異なる走査駆動を行うように制御する。
【００２６】
　図５は、表示制御部１６の制御動作を模式的に表すものであり、（Ａ）は画像Ｆ４を表
示する場合を示し、（Ｂ）は画像Ｆｉ４を表示する場合を示す。表示制御部１６は、まず
、判別信号ＳＤに基づいて、画像信号Ｓｐ４により供給されている画像が画像Ｆ４，Ｆｉ
４のどちらであるかを判別する。そして、画像Ｆ４が供給されていると判別した場合には
、表示制御部１６は、図５（Ａ）に示したように、ライン画像Ｌ１を、ＥＬ表示部１７の
１，２ライン目に、同じ水平期間内に書き込み、ライン画像Ｌ３を、ＥＬ表示部１７の３
，４ライン目に、同じ水平期間内に書き込み、その他のライン画像についても同様に書き
込むように制御を行う。すなわち、表示制御部１６は、ＥＬ表示部１７において２ライン
ごと（駆動単位ＤＵごと）に走査するように制御する。また、画像Ｆｉ４が供給されてい
ると判別した場合には、表示制御部１６は、図５（Ｂ）に示したように、ＥＬ表示部１７
の１ライン目に、例えば黒情報（輝度情報が０）を書き込み、ライン画像Ｌ２を、ＥＬ表
示部１７の２，３ライン目に、同じ水平期間内に書き込み、ライン画像Ｌ４を、ＥＬ表示
部１７の４，５ライン目に、同じ水平期間内に書き込み、その他のライン画像についても
同様に書き込むように制御を行う。すなわち、表示制御部１６は、ＥＬ表示部１７におい
て２ラインごと（駆動単位ＤＵｉごと）に走査するように制御する。
【００２７】
　その際、表示制御部１６は、図５に示したように、画像Ｆ４を表示する際の駆動単位Ｄ
Ｕと、画像Ｆｉ４を表示する際の駆動単位ＤＵｉとをずらすように制御する。すなわち、
駆動単位ＤＵは、例えばＥＬ表示部１７の１，２ライン目であり、駆動単位ＤＵｉは、例
えばＥＬ表示部１７の２，３ライン目であるため、互いに１ラインずれている。これによ
り、表示装置１では、後述するように、垂直方向の解像度の低下を抑えるようになってい
る。
【００２８】
　ＥＬ表示部１７は、表示素子として有機ＥＬ表示素子を用いた表示部であり、表示制御
部１６からの制御に基づいて表示動作を行うものである。
【００２９】
　ここで、表示制御部１６は、本開示における「表示駆動部」の一具体例に対応する。駆
動単位ＤＵは、本開示における「第１のブロック」の一具体例に対応し、駆動単位ＤＵｉ
は、本開示における「第２のブロック」の一具体例に対応する。フレームレート変換部１
２、フィルタ１３、および画像分離部１４は、本開示における「画像生成部」の一具体例
に対応する。画像Ｆ３，Ｆ４は、本開示における「第１の画像データセット」の一具体例
に対応し、画像Ｆｉ３，Ｆｉ４は、本開示における「第２の画像データセット」の一具体
例に対応する。画像Ｆ，Ｆ２は、本開示における「第３の画像データセット」の一具体例
に対応し、画像Ｆｉ，Ｆｉ２は、本開示における「第４の画像データセット」の一具体例
に対応する。
【００３０】
［動作および作用］
　続いて、本実施の形態の表示装置１の動作および作用について説明する。
【００３１】
（全体動作概要）
　まず、図１を参照して、表示装置１の全体動作概要を説明する。入力部１１は、外部機
器から供給された画像信号に基づいて画像信号Ｓｐ０を生成する。フレームレート変換部
１２は、画像信号Ｓｐ０に基づいてフレームレート変換を行い、フレーム画像Ｆとフレー
ム画像Ｆｉを交互に配列した画像信号Ｓｐ１を生成する。フィルタ１３は、フレーム画像
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Ｆ，Ｆｉにおける輝度情報をライン間で平滑化してフレーム画像Ｆ２，Ｆｉ２をそれぞれ
生成する。画像分離部１４は、フレーム画像Ｆ２から画像Ｆ３を分離し、フレーム画像Ｆ
ｉ２から画像Ｆｉ３を分離するとともに、判別信号ＳＤを生成する。画像処理部１５は、
画像Ｆ３，Ｆｉ３に対して所定の画像処理を行うことにより画像Ｆ４，Ｆｉ４をそれぞれ
生成する。表示制御部１６は、画像Ｆ４，Ｆｉ４、および判別信号ＳＤに基づいて、ＥＬ
表示部１７での表示動作を制御する。ＥＬ表示部１７は、表示制御部１６からの制御に基
づいて表示動作を行う。
【００３２】
（詳細動作）
　図６は、表示装置１の詳細動作を模式的に表すものであり、（Ａ）は画像信号Ｓｐ０に
含まれるフレーム画像Ｆを示し、（Ｂ）は画像信号Ｓｐ１に含まれるフレーム画像Ｆ，Ｆ
ｉを示し、（Ｃ）は画像信号Ｓｐ２に含まれるフレーム画像Ｆ２，Ｆｉ２を示し、（Ｄ）
は画像信号Ｓｐ３に含まれる画像Ｆ３，Ｆｉ３を示し、（Ｅ）はＥＬ表示部１７における
表示画像Ｄ，Ｄｉを示す。ここで、例えば、Ｆ(n)は、ｎ番目のフレーム画像Ｆを示し、
Ｆ(n+1)は、そのフレーム画像Ｆ(n)の次に供給される、（ｎ＋１）番目のフレーム画像Ｆ
を示す。また、フレーム画像Ｆは、周期Ｔ（例えば、１６．７［ｍｓｅｃ］＝１／６０［
Ｈｚ］）で供給される。
【００３３】
　まず、フレームレート変換部１２は、図６（Ｂ）に示したように、画像信号Ｓｐ０のフ
レームレートを２倍に変換する。具体的には、フレームレート変換部１２は、例えば、画
像信号Ｓｐ０に含まれる、時間軸上で隣り合うフレーム画像Ｆ(n)，Ｆ(n+1)（図６（Ａ）
）に基づいて、補間処理によりフレーム画像Ｆｉ(n)を生成する（図６（Ｂ））。そして
、フレームレート変換部１２は、このフレーム画像Ｆｉ(n)を、フレーム画像Ｆ(n)，Ｆ(n
+1)の間に挿入する。
【００３４】
　次に、フィルタ１３は、図６（Ｃ）に示したように、フレーム画像Ｆ，Ｆｉにおける輝
度情報をライン間で平滑化してフレーム画像Ｆ２，Ｆｉ２をそれぞれ生成する。具体的に
は、例えば、フレーム画像Ｆ(n)（図６（Ｂ））に対して平滑化を行うことによりフレー
ム画像Ｆ２(n)を生成するとともに、フレーム画像Ｆｉ(n) （図６（Ｂ））に対して平滑
化を行うことによりフレーム画像Ｆｉ２(n)を生成する。
【００３５】
　次に、画像分離部１４は、図６（Ｄ）に示したように、フレーム画像Ｆ２における奇数
ラインのライン画像Ｌを分離するとともに、フレーム画像Ｆｉ２における偶数ラインのラ
イン画像Ｌを分離する。具体的には、画像分離部１４は、例えば、フレーム画像Ｆ２(n) 
（図６（Ｃ））における奇数ラインのライン画像Ｌ１，Ｌ３，Ｌ５，…を分離してフレー
ム画像Ｆ３(n)を生成し、フレーム画像Ｆｉ２(n) （図６（Ｃ））における偶数ラインの
ライン画像Ｌ２，Ｌ４，Ｌ６，…を分離してフレーム画像Ｆｉ３(n)を生成する。
【００３６】
　次に、画像処理部１５は、このフレーム画像Ｆ３，Ｆｉ３に対して所定の画像処理を行
うことによりフレーム画像Ｆ４，Ｆｉ４をそれぞれ生成する（図６（Ｄ））。
【００３７】
　そして、表示制御部１６は、図６（Ｅ）に示したように、フレーム画像Ｆ４，Ｆｉ４お
よび判別信号ＳＤに基づいて、ＥＬ表示部１７での表示動作を制御する。具体的には、表
示制御部１６は、例えば、判別信号ＳＤおよび奇数ラインのライン画像Ｌ１，Ｌ３，Ｌ５
を含む画像Ｆ４(n) （図６（Ｄ））に基づいてライン画像Ｌ１を、ＥＬ表示部１７の１，
２ライン目に、同じ水平期間内に書き込み、ライン画像Ｌ３を、ＥＬ表示部１７の３，４
ライン目に、同じ水平期間内に書き込み、その他のライン画像についても同様に書き込む
ように制御を行い、ＥＬ表示部１７は、その制御に基づいて表示画像Ｄ(n)を表示する（
図６（Ｅ））。同様に、表示制御部１６は、例えば、判別信号ＳＤおよび偶数ラインのラ
イン画像Ｌ２，Ｌ４，Ｌ６を含む画像Ｆｉ４(n) （図６（Ｄ））に基づいて、ＥＬ表示部
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１７の１ライン目に、例えば黒情報（輝度情報が０）を書き込み、ライン画像Ｌ２を、Ｅ
Ｌ表示部１７の２，３ライン目に、同じ水平期間内に書き込み、ライン画像Ｌ４を、ＥＬ
表示部１７の４，５ライン目に、同じ水平期間内に書き込み、その他のライン画像につい
ても同様に書き込むように制御を行い、ＥＬ表示部１７は、その制御に基づいて表示画像
Ｄｉ(n)を表示する（図６（Ｅ））。
【００３８】
　このようにして、表示装置１では、フレーム画像Ｆの奇数ラインのライン画像Ｌに基づ
いて、２ラインごとに走査駆動が行われ、表示画像Ｄが表示されるとともに、補間処理に
より生成されたフレーム画像Ｆｉの偶数ラインのライン画像Ｌに基づいて、フレーム画像
Ｆに係る走査駆動と１ラインずらして、２ラインごとの走査駆動が行われ、表示画像Ｄｉ
が表示される。そして、表示画像Ｄおよび表示画像Ｄｉは、交互に表示される。これによ
り、観察者は、表示画像Ｄ，Ｄｉの平均画像を観察することとなる。
【００３９】
　その際、表示装置１では、２ラインごとに走査駆動を行うようにしたので、例えば、Ｅ
Ｌ表示部１７として高精細のものを用いた場合でも、各水平期間の時間の長さを確保でき
るため、画質の低下を抑えることができる。すなわち、例えば１ラインごとに走査駆動を
行った場合には、表示部が高精細であるほど水平期間が短くなるため、十分に水平期間を
確保できないため、画質が低下するおそれがある。一方、表示装置１では、２ラインごと
に走査駆動を行うようにしたので、水平期間をより長く確保することができるため、画質
が低下するおそれを低減することができる。
【００４０】
　また、表示装置１では、駆動単位ＤＵ，ＤＵｉをずらし、互いに１ラインずれた表示画
像Ｄと表示画像Ｄｉとを、交互に表示するようにしたので、後述するように、解像度の低
下を抑えることができる。
【００４１】
　また、表示装置１では、画像分離部１４においてライン数を半減した画像Ｆ３，Ｆｉ３
を生成し、この画像Ｆ３，Ｆｉ３に対して画像処理部１５が所定の画像処理を行うように
したので、ライン数を半減していない画像、すなわちＥＬ表示部１７の画素数と同じ数の
輝度情報からなる画像に対して画像処理を行う場合に比べて、画像処理部１５における画
像処理の負担を軽減することができる。
【００４２】
（フィルタ１３の動作）
　次に、フィルタ１３の動作について説明する。フィルタ１３は、フレーム画像Ｆ，Ｆｉ
における画素ごとの輝度情報をライン間で平滑化する。これにより、以下に示したように
、例えば、垂直方向における輝度情報の空間周波数が高い場合において、画質の劣化を低
減することができる。
【００４３】
　図７は、静止画を扱う場合の表示装置１の動作を表すものである。この例では、フィル
タ１３に、垂直方向に対して一定の周期で変化する輝度情報（入力輝度Ｉin）を入力した
ときの、フィルタ１３の出力における輝度情報（フィルタ出力輝度Ｉｆout）、表示画像
Ｄにおける輝度情報（表示輝度ＩＤ）、表示画像Ｄｉにおける輝度情報（表示輝度ＩＤｉ
）、表示輝度ＩＤ，ＩＤｉの平均値（表示輝度ＩＤavg）を示している。図７において、
（Ａ）は、８ライン周期で入力輝度Ｉinが変化する場合を示し、（Ｂ）は、２ライン周期
で入力輝度Ｉinが変化する場合を示す。すなわち、図７（Ｂ）は、垂直方向における輝度
情報の空間周波数が高い場合を示している。また、フィルタ１３の各タップのフィルタ係
数は、この例では、１：２：１の比率に設定している。
【００４４】
　まず、空間周波数がさほど高くない場合（図７（Ａ））について説明する。フィルタ１
３は、入力輝度Ｉinを平滑化して、フィルタ出力輝度Ｉｆoutを生成する。そして、フィ
ルタ出力輝度Ｉｆoutのうちの、奇数ラインにおける輝度情報Ｉが、２ラインごとに走査
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駆動されて表示され（表示輝度ＩＤ）、同様に、フィルタ出力輝度Ｉｆoutのうちの、偶
数ラインにおける輝度情報Ｉが、２ラインごとに走査駆動されて表示される（表示輝度Ｉ
Ｄｉ）。観察者は、この表示輝度ＩＤと表示輝度ＩＤｉの平均値（平均表示輝度ＩＤavg
）を観察することとなる。
【００４５】
　平均表示輝度ＩＤavgは、表示輝度ＩＤ，ＩＤｉと比べ、入力輝度Ｉinに近い形状とな
るため、画質の低下を抑えることができる。すなわち、表示装置１では、図６に示したよ
うに、表示画像Ｄと表示画像Ｄｉとを交互に表示したが、例えば、表示画像Ｄのみを表示
する場合、もしくは表示画像Ｄｉのみを表示する場合には、画質が低下するおそれがある
。具体的には、表示画像Ｄのみを表示する場合には、観察者は表示輝度ＩＤ（図７（Ａ）
）を観察することになり、表示画像Ｄｉのみを表示する場合には、観察者は表示輝度ＩＤ
ｉ（図７（Ａ））を観察することになる。これらの場合、２ラインごとの走査駆動により
解像度が半分になるため、表示輝度ＩＤの形状は、入力輝度Ｉinの形状と異なってしまい
画質が低下するおそれがある。一方、表示装置１では、互いに１ラインずれた表示画像Ｄ
と表示画像Ｄｉとを交互に表示したので、解像度の低下を抑えることができ、画質の低下
を抑えることができる。
【００４６】
　次に、空間周波数が高い場合（図７（Ｂ））について説明する。この場合には、フィル
タ１３は、入力輝度Ｉinを平滑化して、ほぼ一定のフィルタ出力輝度Ｉｆoutを生成する
。よって、表示輝度ＩＤ，ＩＤｉ、平均表示輝度ＩＤavgもまた、ほぼ一定となる。
【００４７】
　この場合には、平均表示輝度ＩＤavgは、入力輝度Ｉinとは大きく異なる形状となる。
しかしながら、一般に、観察者は、人間の視覚上の分解能が十分に高くないため、このよ
うに高い空間周波数の輝度情報Ｉを観察できず、複数ラインの平均輝度を観察するため、
殆ど問題にならない。
【００４８】
　また、このように空間周波数が高い場合には、フィルタ１３を設けることにより、次に
比較例と比較して説明するように、フリッカが生じるおそれを低減することができる。
【００４９】
（比較例）
　次に、比較例と対比して、本実施の形態の作用を説明する。本比較例に係る表示装置１
Ｒは、フィルタ１３を有しないものである。その他の構成は、本実施の形態（図１）と同
様である。
【００５０】
　図８は、表示装置１Ｒの動作を表すものであり、（Ａ）は、８ライン周期で入力輝度Ｉ
inが変化する場合を示し、（Ｂ）は、２ライン周期で入力輝度Ｉinが変化する場合を示す
。すなわち、図８は、図７（本実施の形態に係る表示装置１の場合）に対応するものであ
る。
【００５１】
　空間周波数がさほど高くない場合（図８（Ａ））は、表示装置１の場合（図７（Ａ））
と同様に、平均表示輝度ＩＤavgを、入力輝度Ｉinに近い形状にすることができるため、
画質の低下を抑えることができる。
【００５２】
　空間周波数が高い場合（図８（Ｂ））には、フリッカが発生し、画質が低下するおそれ
がある。すなわち、この例では、表示輝度ＩＤは、入力輝度Ｉinのうちの、奇数ラインに
おける輝度情報Ｉで一定になり、表示輝度ＩＤｉは、入力輝度Ｉinのうちの、偶数ライン
における輝度情報Ｉで一定になる。よって、例えば、フレーム画像Ｆがラインごとに白色
と黒色を交互に配置したストライプである場合には、全面白色の表示画像Ｄと、全面黒色
の表示画像Ｄｉが、交互に６０［Ｈｚ］の周期で表示されることになるため、観察者がち
らつき（フリッカ）を感じるおそれがある。
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【００５３】
　一方、本実施の形態に係る表示装置１では、フィルタ１３を設けたので、空間周波数が
高い場合には、輝度情報がライン間で平滑化されるため、このようなフリッカが生じるお
それを低減することができる。
【００５４】
　この例では、空間周波数が高い場合の例として、２ライン周期で入力輝度Ｉinが変化す
る場合を検討したが、より低い空間周波数を有する画像しか扱わない場合には、フィルタ
１３の各タップのフィルタ係数を例えば１：６：１の比率に設定するなど、平滑化の効果
がより弱くなるようにしてもよい。この場合には、例えば、図７（Ａ）において、平均表
示輝度ＩＤavgを、入力輝度Ｉinにより近づけることができるため、画質を高めることが
できる。
【００５５】
［効果］
　以上のように本実施の形態では、２ラインごとに走査駆動を行うようにしたので、各水
平期間の時間の長さを確保できるため、画質の低下を抑えることができる。
【００５６】
　また、本実施の形態では、駆動単位ＤＵ，ＤＵｉをずらすようにしたので、互いに１ラ
インずれた表示画像Ｄと表示画像Ｄｉとを交互に表示するため、解像度の低下を抑えるこ
とができ、画質の低下を抑えることができる。
【００５７】
　また、本実施の形態では、画像分離部が、ライン数を半減した画像を生成し、画像処理
部が、その画像に対して所定の画像処理を行うようにしたので、画像処理部における画像
処理の負担を軽減することができる。
【００５８】
　また、本実施の形態では、フィルタを設けたので、フリッカが生じるおそれを低減する
ことができ、画質の低下を抑えることができる。
【００５９】
［変形例１－１］
　上記実施の形態では、表示装置１に供給される画像信号はプログレッシブ信号としたが
、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば、図９に示したように、ＩＰ（
Interlace/ Progressive）変換部１１Ａを備えることにより、インターレース信号を入力
可能に構成してもよい。
【００６０】
［変形例１－２］
　上記実施の形態では、フレームレート変換部１２は、フレームレートを２倍に変換する
ものとしたが、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば、図１０に示した
ように、フレームレートを４倍に変換してもよい。本変形例では、フレームレート変換は
、時間軸上で隣り合うフレーム画像Ｆに基づいて補間処理により３枚のフレーム画像Ｆｉ
，Ｆｊ，Ｆｋを生成し、それらのフレーム画像Ｆの間にフレーム画像Ｆｉ，Ｆｊ，Ｆｋを
挿入することにより行われる。
【００６１】
＜２．第２の実施の形態＞
　次に、第２の実施の形態に係る表示装置２について説明する。本実施の形態は、供給さ
れる画像信号をインターレース信号にすることにより、回路構成をよりシンプルにしたも
のである。なお、上記第１の実施の形態に係る表示装置１と実質的に同一の構成部分には
同一の符号を付し、適宜説明を省略する。
【００６２】
　図１１は、第２の実施の形態に係る表示装置２の一構成例を表すものである。表示装置
２は、フレームレート変換部２２を備えている。フレームレート変換部２２は、供給され
たインターレース信号の画像信号Ｓｐ１０（フィールド画像ＦＡ，ＦＢ）に基づいて、フ
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レームレート変換を行うことにより、画像信号Ｓｐ１２（画像Ｆ１２，Ｆｉ１２）を生成
するものである。ここで、フィールド画像ＦＡは奇数ラインに係るフィールド画像であり
、フィールド画像ＦＢは偶数ラインに係るフィールド画像である。また、このフレームレ
ート変換部２２は、上記第１の実施の形態に係る画像分離部１４と同様に、画像Ｆ１２，
Ｆｉ１２を生成する際、その生成した画像が、画像Ｆ１２，Ｆｉ１２のどちらであるかを
示す判別信号ＳＤを生成する機能も有している。
【００６３】
　ここで、フレームレート変換部２２は、本開示における「画像生成部」の一具体例に対
応する。フィールド画像ＦＡは、本開示における「奇数ライン画像データセット」の一具
体例に対応し、フィールド画像ＦＢは、本開示における「偶数ライン画像データセット」
の一具体例に対応する。
【００６４】
　図１２は、表示装置２の詳細動作を模式的に表すものであり、（Ａ）は画像信号Ｓｐ１
０に含まれるフィールド画像ＦＡ，ＦＢを示し、（Ｂ）はフレームレート変換部２２内に
おいて生成される画像Ｆ１１を示し、（Ｃ）は画像信号Ｓｐ１２に含まれる画像Ｆ１２，
Ｆｉ１２を示し、（Ｄ）はＥＬ表示部１７における表示画像Ｄ，Ｄｉを示す。フィールド
画像ＦＡ，ＦＢは、時間Ｔ１（例えば、１６．７［ｍｓｅｃ］＝１／６０［Ｈｚ］）ごと
に、交互に供給される。
【００６５】
　まず、フレームレート変換部２２は、図１２（Ｂ）に示したように、画像信号Ｓｐ１０
に含まれるフィールド画像ＦＡ，ＦＢのライン画像を補間する。具体的には、フレームレ
ート変換部２２は、例えば、画像信号Ｓｐ１０に含まれるフィールド画像ＦＡ(n)（図１
２（Ａ））に基づいて、偶数ラインのライン画像を補間することにより、画像Ｆ１１(n)
を生成する（図１２（Ｂ））。同様に、フレームレート変換部２２は、例えば、画像信号
Ｓｐ１０に含まれるフィールド画像ＦＢ(n+1)（図１２（Ａ））に基づいて、奇数ライン
のライン画像を補間することにより、画像Ｆ１１(n+1)を生成する（図１２（Ｂ））。
【００６６】
　次に、フレームレート変換部２２は、図１２（Ｃ）に示したように、画像Ｆ１１から偶
数ラインおよび奇数ラインのライン画像を分離しつつ、フレームレートを２倍に変換する
。具体的には、フレームレート変換部２２は、例えば、画像Ｆ１１(n) （図１２（Ｂ））
における奇数ラインのライン画像Ｌ１，Ｌ３，Ｌ５を分離して画像Ｆ１２(n)を生成する
とともに（図１２（Ｃ））、時間軸上で隣り合う画像Ｆ１１(n)，Ｆ１１(n+1)（図１２（
Ｂ））の偶数ラインのライン画像Ｌ２，Ｌ４，Ｌ６に基づいて、補間処理により画像Ｆｉ
１２(n)を生成する。そして、フレームレート変換部２２は、この画像Ｆｉ１２(n)を、画
像Ｆ１２(n)，Ｆ１２(n+1)の間に挿入する（図１２（Ｃ））。
【００６７】
　その後、上記第１の実施の形態の場合と同様に、画像処理部１５は、このフレーム画像
Ｆ１２，Ｆｉ１２に対して所定の画像処理を行い、表示制御部１６は、ＥＬ表示部１７で
の表示動作を制御し、ＥＬ表示部１７は、その制御に基づいて表示画像Ｄ，Ｄｉを表示す
る（図１２（Ｄ））。
【００６８】
　表示装置２では、供給される画像信号をインターレース信号にしている。これにより、
必ずしもフィルタを設ける必要がない。すなわち、上記第１の実施の形態に係る表示装置
１では、フィルタ１３を設けない場合には、空間周波数が高いときに、フリッカが発生す
るおそれがあるため（図８（Ｂ））、フィルタ１３を設けることが望ましい。一方、本実
施の形態に係る表示装置２では、供給される画像信号がインターレース信号であるため、
このような現象が生じるおそれが低い。よって、フィルタを省くことができる。
【００６９】
　また、フィルタを省くことにより、回路構成をシンプルにすることができる。特に、例
えば、上記第１の実施の形態に係る表示装置１では、上述したフリッカを低減するために
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は、偶数ラインのライン画像および奇数ラインのライン画像の両方を含むフレーム画像に
対して平滑化を行う必要があるため、フィルタ１３の後段に画像分離部１５を設ける必要
がある。一方、本実施の形態に係る表示装置２では、フィルタ１３を省くことができるた
め、フレームレート変換部２２において、フレームレート変換を行うと同時に、偶数ライ
ンおよび奇数ラインのライン画像を分離することができるので、回路構成をシンプルにす
ることができる
【００７０】
　以上のように本実施の形態では、供給される画像信号をインターレース信号にしたので
、回路構成をシンプルにすることができる。その他の効果は、上記第１の実施の形態の場
合と同様である。
【００７１】
＜３．第３の実施の形態＞
　次に、第３の実施の形態に係る表示装置３について説明する。本実施の形態は、フレー
ムレート変換の方法が、上記第１の実施の形態と異なるものである。なお、上記第１の実
施の形態に係る表示装置１等と実質的に同一の構成部分には同一の符号を付し、適宜説明
を省略する。
【００７２】
　図１３は、第３の実施の形態に係る表示装置３の一構成例を表すものである。表示装置
３は、フィルタ３１と、画像分離部３２と、フレームレート変換部３５とを備えている。
【００７３】
　フィルタ３１は、画像信号Ｓｐ０に含まれるフレーム画像Ｆにおける輝度情報をライン
間で平滑化してフレーム画像Ｆ２１を生成し、画像信号Ｓｐ２１として出力するものであ
る。具体的な動作は、フィルタ１３と同様である。
【００７４】
　画像分離部３２は、画像信号Ｓｐ２１に含まれるフレーム画像Ｆ２１から、奇数ライン
のライン画像を分離して画像ＦＡ２２を生成するとともに、偶数ラインのライン画像を分
離して画像ＦＢ２２を生成するものである。また、この画像分離部３２は、上記第１の実
施の形態に係る画像分離部１４などと同様に、画像ＦＡ２２，ＦＢ２２を生成する際、そ
の生成した画像が、画像ＦＡ２２，ＦＢ２２のどちらであるかを示す判別信号ＳＤを生成
する機能も有している。
【００７５】
　フレームレート変換部３５は、補間画像生成部３３と、マルチプレクサ（ＭＵＸ）３４
とを有している。補間画像生成部３３は、画像ＦＢ２２に基づいて、時間軸上の補間処理
を行い、画像Ｆｉ２３を生成するものである。マルチプレクサ３４は、判別信号ＳＤに基
づいて、画像ＦＡ２２と画像Ｆｉ２３とを交互に配置し、画像信号Ｓｐ２５として出力す
るものである。
【００７６】
　ここで、フィルタ３１、画像分離部３２、およびフレームレート変換部３５は、本開示
における「画像生成部」の一具体例に対応する。画像ＦＡ２２は、本開示における「奇数
ライン画像データセット」の一具体例に対応し、画像ＦＢ２２は、本開示における「偶数
ライン画像データセット」の一具体例に対応する。
【００７７】
　図１４は、表示装置３の詳細動作を模式的に表すものであり、（Ａ）は画像信号Ｓｐ０
に含まれるフレーム画像Ｆを示し、（Ｂ）は画像信号Ｓｐ２１に含まれるフレーム画像Ｆ
２１を示し、（Ｃ）は画像信号Ｓｐ２２に含まれる画像ＦＡ２２，ＦＢ２２を示し、（Ｄ
）は補間画像生成部３３が生成する画像Ｆｉ２３を示し、（Ｅ）はＥＬ表示部１７におけ
る表示画像Ｄ，Ｄｉを示す。
【００７８】
　まず、フィルタ３１は、図１４（Ｂ）に示したように、画像信号Ｓｐ０に含まれるフレ
ーム画像Ｆにおける輝度情報をライン間で平滑化してフレーム画像Ｆ２１を生成する。
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【００７９】
　次に、画像分離部３２は、図１４（Ｃ）に示したように、画像信号Ｓｐ２１に含まれる
フレーム画像Ｆ２１から、奇数ラインのライン画像を分離して画像ＦＡ２２を生成すると
ともに、偶数ラインのライン画像を分離して画像ＦＢ２２を生成する。
【００８０】
　次に、フレームレート変換部３５は、図１４（Ｄ）に示したように、フレームレートを
２倍に変換する。具体的には、フレームレート変換部３５の補間画像生成部３３は、例え
ば、時間軸上で隣り合う画像ＦＢ２２(n)，ＦＢ２２(n+1)（図１４（Ｃ））に基づいて、
補間処理によりフレーム画像Ｆｉ２３(n)を生成する（図１４（Ｄ））。そして、マルチ
プレクサ３４は、画像ＦＡ２２と画像Ｆｉ２３とを交互に配置して、画像信号Ｓｐ２５と
して出力する。
【００８１】
　その後、上記第１の実施の形態の場合等と同様に、画像処理部１５は、このフレーム画
像ＦＡ２２，Ｆｉ２３に対して所定の画像処理を行い、表示制御部１６は、ＥＬ表示部１
７での表示動作を制御し、ＥＬ表示部１７は、その制御に基づいて表示画像Ｄ，Ｄｉを表
示する（図１４（Ｅ））。
【００８２】
　表示装置３では、画像分離部３２が分離した画像ＦＡ２２，ＦＢ２２のうちの一方（こ
の例では画像ＦＢ２２）に対してのみ補間処理を行うようにしたので、補間画像生成部３
３における画像処理の負荷を軽減することができる。すなわち、例えば、上記第１の実施
の形態に係る表示装置１では、偶数ラインのライン画像および奇数ラインのライン画像の
両方を含むフレーム画像Ｆに対して補間処理を行っているため、画像処理の負荷が大きく
なるおそれがある。一方、本実施の形態に係る表示装置３では、図１４（Ｄ）に示したよ
うに、この例では、偶数ラインのライン画像を含む画像ＦＢ２２に対してのみ補間処理を
行うようにしたので、補間画像生成部３３における画像処理の負荷を軽減することができ
る。
【００８３】
　以上のように本実施の形態では、画像分離部が分離した画像の一方にのみ補間処理を行
うようにしたので、フレームレート変換部における画像処理の負担を軽減することができ
る。その他の効果は、上記第１の実施の形態の場合と同様である。
【００８４】
＜４．適用例＞
　次に、上記実施の形態および変形例で説明した表示装置の適用例について説明する。
【００８５】
　図１５は、上記実施の形態等の表示装置が適用されるテレビジョン装置の外観を表すも
のである。このテレビジョン装置は、例えば、フロントパネル５１１およびフィルターガ
ラス５１２を含む映像表示画面部５１０を有しており、この映像表示画面部５１０は、上
記実施の形態等に係る表示装置により構成されている。
【００８６】
　上記実施の形態等の表示装置は、このようなテレビジョン装置の他、デジタルカメラ、
ノート型パーソナルコンピュータ、携帯電話等の携帯端末装置、携帯型ゲーム機、あるい
はビデオカメラなどのあらゆる分野の電子機器に適用することが可能である。言い換える
と、上記実施の形態等の表示装置は、映像を表示するあらゆる分野の電子機器に適用する
ことが可能である。
【００８７】
　以上、いくつかの実施の形態および変形例、ならびに電子機器への適用例を挙げて本技
術を説明したが、本技術はこれらの実施の形態等には限定されず、種々の変形が可能であ
る。
【００８８】
　例えば、上記の各実施の形態等では、２ラインごとにＥＬ表示部１７を走査駆動したが



(16) JP 6019332 B2 2016.11.2

10

20

30

40

50

、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば、図１６に示したように、３ラ
イン以上ごとにＥＬ表示部１７を走査駆動してもよい。
【００８９】
　また、例えば、上記の各実施の形態等では、ＥＬ表示装置を構成したが、これに限定さ
れるものではなく、これに代えて、例えば、図１７に示したように、液晶表示装置を構成
してもよい。この表示装置１Ｃは、第１の実施の形態に係る表示装置１を、液晶表示装置
に適用したものであり、液晶表示部１８と、バックライト１９と、これらを制御する表示
制御部１６Ｃを備えている。
【００９０】
　なお、本技術は以下のような構成とすることができる。
【００９１】
（１）表示部と、
　交番する第１の画像データセットおよび第２の画像データセットに基づいて、前記表示
部を駆動する表示駆動部と
　を備え、
　前記表示駆動部は、前記第１の画像データセットに基づいて、連続する複数の画素ライ
ンからなる第１のブロックを駆動単位とした第１の走査を行うことにより前記表示部を駆
動するとともに、前記第２の画像データセットに基づいて、連続する複数の画素ラインか
らなる、前記第１のブロックと異なる第２のブロックを駆動単位とした第２の走査を行う
ことにより前記表示部を駆動する
　表示装置。
【００９２】
（２）入力画像信号に基づいてフレームレート変換を行うフレームレート変換部を有し、
フレームレート変換された画像データに基づいて前記第１の画像データセットおよび前記
第２の画像データセットを生成する画像生成部をさらに備えた
　前記（１）に記載の表示装置。
【００９３】
（３）前記画像生成部は、前記第１の画像データセットまたは前記第２の画像データセッ
トのいずれを生成したかを示す判別信号を生成し、
　前記表示駆動部は、前記判別信号に基づいて前記第１の走査および前記第２の走査を選
択的に行う
　前記（２）に記載の表示装置。
【００９４】
（４）前記画像生成部は、画像分離部をさらに有し、
　前記入力画像信号はプログレッシブ信号であり、
　前記フレームレート変換部は、前記プログレッシブ信号に基づいてフレームレート変換
を行うことにより、交番する第３の画像データセットおよび第４の画像データセットを生
成し、
　前記画像分離部は、前記第３の画像データセットに基づいて、奇数ラインの画像データ
を分離して前記第１の画像データセットを生成するとともに、前記第４の画像データセッ
トに基づいて、偶数ラインの画像データを分離して前記第２の画像データセットを生成す
る
　前記（２）または（３）に記載の表示装置。
【００９５】
（５）前記画像生成部は、前記第３の画像データセットおよび前記第４の画像データセッ
トのそれぞれに対して画素ライン間で平滑化するフィルタをさらに有し、
　前記画像分離部は、平滑化された前記第３の画像データセットに基づいて前記第１の画
像データセットを生成するとともに、平滑化された前記第４の画像データセットに基づい
て前記第２の画像データセットを生成する
　前記（４）に記載の表示装置。
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【００９６】
（６）前記第３の画像データセットおよび前記第４の画像データセットのそれぞれは、前
記表示部の画素数と同じ数の画素データにより構成される
　前記（４）または（５）に記載の表示装置。
【００９７】
（７）インターレース信号をプログレッシブ信号に変換する変換部をさらに備え、
　前記入力画像信号は、前記変換部により変換されたプログレッシブ信号である
　前記（４）から（６）のいずれかに記載の表示装置。
【００９８】
（８）前記入力画像信号は、交番する奇数ライン画像データセットおよび偶数ライン画像
データセットを含むインターレース信号であり、
　前記フレームレート変換部は、
　前記偶数ライン画像データセットに対して画素ライン間のライン補間処理を行うことに
より奇数ライン補間画像データセットを生成するとともに、前記奇数ライン画像データセ
ットに対して前記ライン補間処理を行うことにより偶数ライン補間画像データセットを生
成し、
　前記奇数ライン画像データセットおよび前記奇数ライン補間画像データセットに基づい
て前記第１の画像データセットを生成し、
　前記偶数ライン画像データセットおよび前記偶数ライン補間画像データセットに基づい
て前記第２の画像データセットを生成する
　前記（２）または（３）に記載の表示装置。
【００９９】
（９）前記フレームレート変換部は、
　前記奇数ライン画像データセットおよび前記奇数ライン補間画像データセットを前記第
１の画像データセットとし、
　前記偶数ライン画像データセットおよび前記偶数ライン補間画像データセットに対して
時間軸上の補間処理を行うことにより前記第２の画像データセットを生成する
　前記（８）に記載の表示装置。
【０１００】
（１０）前記入力画像信号は一連の入力画像データセットを含むプログレッシブ信号であ
り、
　前記画像生成部は、前記一連の入力画像データセットのそれぞれに基づいて、奇数ライ
ンの画像データを分離して奇数ライン画像データセットを生成するとともに、偶数ライン
の画像データを分離して偶数ライン画像データセットを生成する画像分離部をさらに有し
、
　前記フレームレート変換部は、前記奇数ライン画像データセットおよび前記偶数ライン
画像データセットのうちの一方を、前記第１の画像データセットとし、前記奇数ライン画
像データセットおよび前記偶数ライン画像データセットのうちの他方に対して、時間軸上
の補間処理を行うことにより前記第２の画像データセットを生成する
　前記（２）または（３）に記載の表示装置。
【０１０１】
（１１）前記画像生成部は、前記一連の入力画像データセットのそれぞれに対して画素ラ
イン間で平滑化するフィルタをさらに有し、
　前記画像分離部は、平滑化された前記一連の入力画像データセットのそれぞれに基づい
て、前記奇数ライン画像データセットおよび前記偶数ライン画像データセットを生成する
　前記（１０）に記載の表示装置。
【０１０２】
（１２）前記画像生成部は、前記第１の画像データセットまたは前記第２の画像データセ
ットのいずれを生成したかを示す判別信号を生成し、
　前記フレームレート変換部は、前記判別信号に基づいて前記フレームレート変換を行う
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　前記（１０）または（１１）に記載の表示装置。
【０１０３】
（１３）前記第１の画像データセットおよび前記第２の画像データセットに対して所定の
画像処理を行う画像処理部をさらに備え、
　前記表示駆動部は、前記画像処理された前記第１の画像データセット、および前記画像
処理された前記第２の画像データセットに基づいて、前記表示部を駆動する
　前記（１）から（１２）のいずれかに記載の表示装置。
【０１０４】
（１４）前記第１の画像データセットおよび前記第２の画像データセットのそれぞれは、
前記表示部の画素数の半分の数の画素データにより構成される
　前記（１）から（１３）のいずれかに記載の表示装置。
【０１０５】
（１５）前記第１の表示ブロックおよび前記第２の表示ブロックは、ともに２本の画素ラ
インからなり、
　前記第１のブロックは、前記第２のブロックと１ライン分ずれている
　前記（１）から（１４）のいずれかに記載の表示装置。
【０１０６】
（１６）前記表示部は、ＥＬ表示部である
　前記（１）から（１５）のいずれかに記載の表示装置。
【０１０７】
（１７）交番する第１の画像データセットおよび第２の画像データセットのうち、前記第
１の画像データセットに基づいて、連続する複数の画素ラインからなる第１のブロックを
駆動単位とした第１の走査を行うことにより表示部を駆動するとともに、前記第２の画像
データセットに基づいて、連続する複数の画素ラインからなる、前記第１のブロックと異
なる第２のブロックを駆動単位とした第２の走査を行うことにより前記表示部を駆動する
表示駆動部を備えた
　画像処理装置。
【０１０８】
（１８）交番する第１の画像データセットおよび第２の画像データセットのうち、前記第
１の画像データセットに基づいて、連続する複数の画素ラインからなる第１のブロックを
駆動単位とした第１の走査を行うことにより表示部を駆動するとともに、前記第２の画像
データセットに基づいて、連続する複数の画素ラインからなる、前記第１のブロックと異
なる第２のブロックを駆動単位とした第２の走査を行うことにより前記表示部を駆動する
　表示方法。
【符号の説明】
【０１０９】
　１～３，１Ａ，１Ｃ…表示装置、１１…入力部、１１Ａ…ＩＰ変換部、１２…フレーム
レート変換部、１３，３１…フィルタ、１４，３２…画像分離部、１５…画像処理部、１
６，１６Ｃ…表示制御部、１７…ＥＬ表示部、１８…液晶表示部、１９…バックライト、
２２，３５…フレームレート変換部、３３…補間画像生成部、３４…マルチプレクサ（Ｍ
ＵＸ）、Ｄ，Ｄｉ，Ｄｊ，Ｄｋ…表示画像、ＤＵ，ＤＵｉ…駆動単位、Ｆ，Ｆｉ，Ｆｊ，
Ｆｋ，Ｆ２，Ｆｉ２，Ｆｊ２，Ｆｋ２…フレーム画像、ＦＡ，ＦＢ…フィールド画像、Ｆ
３，Ｆｉ３，Ｆｊ３，Ｆｋ３，Ｆ４，Ｆｉ４，Ｆｊ４，Ｆｋ４，Ｆ１１，Ｆｉ１１，Ｆ１
２，Ｆｉ１２，Ｆ２１，ＦＡ２２，ＦＢ２２，Ｆｉ２３…画像、Ｉfout…フィルタ出力輝
度、Ｉin…入力輝度、ＩＤ，ＩＤｉ…表示輝度、ＩＤavg…平均表示輝度、Ｌ…ライン画
像、ＳＤ…判別信号、Ｓｐ０，Ｓｐ１，Ｓｐ２，Ｓｐ３，Ｓｐ４，Ｓｐ１０，Ｓｐ１２，
Ｓｐ２１，Ｓｐ２２，Ｓｐ２５…画像信号。
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